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表紙写真：千崎古墳群10号墳

裏表紙写真：桐ノ木尾ばれ古墳出土勾玉

！



序 文

例年実施していた阿蘇での旧石器時代遺跡の調査は、最終報告書を作成するために

休止し、今年度考古学研究室の実習発掘の調査は上天草市大矢野町での千崎古墳群と

桐ノ木尾ばれ古墳に対象を絞った。千崎古墳群の調査は遺構の現状把握を中心とする

実測調査とともに、石室および石棺構造の確認のために発掘を行った。また桐ノ木尾

ばれ古墳は実測したことで、石棺系石室である可能性が高いことが確認できた。しか

し期間中の悪天候のために調査は難渋をきたし、特別班をしたててどうにか10月に

は一応の完了をみたが、残った課題を解決するために、来年度追加調査を実施する必

要がでてきたのである。

この研究室報告にはこの他に、甲元と杉井が担当している上天草市史大矢野町編編

纂事業の一環として行った古墳時代から中世にかけての町内遺跡出土の遺物の基礎的

調査の結果も掲載している。

今年度研究室では、研究室関係者が科学研究費やその他機関からの研究助成金の交

付を受けて実施した調査も多くあり、例年以上に野外調査に遜進した年でもあった。

こうした研究の遂行に当たっての事業に参加することで、様々な経験を積み重ねるこ

とが、どれほど自己研鐙に有意義であることか、学生諸君には考えてほしい。将来振

り返ってみて、就学当時は如何に恵まれた環境にあったかが思い至るものと思量され

よう。

それにしても気がかりなのは、報告書作成作業に時間がかかりすぎることである。

段取りが悪すぎることから、正月休みを返上して作成作業にあたるなどもってのほか

で、 さらに見積もりが終わった後に作図するなど論外である。こうした社会性の欠如

が重大な蹉跣を誘引することになりかねないことをじっくりと考えてほしい。

本書は『上天草市史大矢野町編資料集3』として刊行されたものを、上天草市関係

当局の御厚意により、熊本大学考古学研究室報告として転載したものである。関係各

位に対して深甚たる謝意を申し述べたい。

2007年3月1日

甲元眞之
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